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条
例
や
補
正
予
算
な
ど　

件
を
可
決

５５

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

２５

第３回定例会

・
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

・
石
巻
市
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
浄
化
槽
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
工
事
委
託
に
関
す
る
年
度
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
不
動
町
二
丁
目
復
興
住
宅
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
三
ツ
股
一
丁
目
復
興
住
宅
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
祝
田
復
興
住
宅
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
前
網
浜
２
復
興
住
宅
）

　

（
鰹
鮪
類
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
備
品
）

　

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
石
巻
地
区
））

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（
魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設
災
害
復
旧
そ
の
３
電
気
設
備
工
事
）

　

（
魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設
災
害
復
旧
そ
の
３
機
械
設
備
工
事
）

　

（
災
復　

－

１
号
東
５
〜
８
処
理
分
区
汚
水
管
渠
（
１
工
区
）
災
害
復
旧
工
事
）

２８

　

（
新
蛇
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
（
そ
の
３
）
工
事
）

　

（
新
蛇
田
南
地
区
汚
水
管
渠
築
造
工
事
）

　

（
石
巻
市
屋
内
退
避
施
設
整
備
工
事
）

　

（
災
復　

－

３
号
東
２
〜
３
処
理
分
区
汚
水
管
渠
（
３
工
区
）
災
害
復
旧
工
事
）

２５

　

（
災
復　

－

１
号
東
３
処
理
分
区
汚
水
管
渠
（
１
工
区
）
災
害
復
旧
工
事
）

２６

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

（
稲
井
支
所
災
害
復
旧
建
設
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

（
湊
こ
ど
も
園
等
複
合
施
設
建
設
工
事
）

　

（
特
別
支
援
教
育
共
同
実
習
所
建
設
工
事
）

　

（
災
復　

－

２
号
北
７
処
理
分
区
汚
水
管
渠
（
２
工
区
）
災
害
復
旧
工
事
）

１３

　

（
災
復　

号
中
里
第
一
処
理
分
区
（
そ
の
１
）
汚
水
管
渠
災
害
復
旧
工
事
）

１４

　

（
農
集
（
倉
埣
地
区
）
集
落
排
水
施
設
災
害
復
旧
工
事
）

　

（
新
渡
波
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
（
そ
の
２
）
工
事
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
定
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
決
算
認
定

２５

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

２５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）（
第
８
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
第
２
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

・
石
巻
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置
条
例

・
石
巻
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
石
巻
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
石
巻
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
石
巻
市
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す
る
条
例

・
石
巻
市
立
こ
ど
も
園
条
例

・
石
巻
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

・
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

決　
　
　

算

予　
　
　

算

条　
　
　

例

そ　

の　

他

委　

員　

会

人　
　
　

事

第
3
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２６

２５

２２

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
認
定
２
件
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど

２５

市
長
提
出
議
案　

件
、
委
員
会
提
出
議
案
1
件
、
人
事
案
件
1
件
、
計　

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

５３

５５

　

審
議
の
結
果
、
決
算
は
認
定
さ
れ
、
提
出
議
案
等
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

北
川 

子
氏
・
岡
田
伸
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い
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第3回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市いじめ問題対策連絡協議会等設置条例
　○いじめ防止対策推進法が施行されたことにより、学校が直面しているいじめ問題に係る関係機関の連携強化、
防止対策等の施策の調整、重大事案への対処等について、早急な体制づくりが求められていることから、新
たな組織を設置し、いじめ防止等の対策を講じるため制定した。

◆石巻市立学校の授業料等徴収条例の一部を改正する条例
　○今年度まで免除していた、東日本大震災により被災された方の石巻市立高等学校の入学者選抜手数料及び入
学金について、県立学校と同様に来年度においても免除することから、条例の一部を改正した。

可決された条例の中から

◆財産の取得について
　〇本市が整備を行う復興公営住宅を、独立行政法人都市再生機構等から完成後に買取りすることについて、石
巻市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第3条の規定に基づき、議会の議決を
求めるもの。
　・（仮称）石巻市営不動町二丁目復興住宅（946,108,080円）
　・（仮称）石巻市営三ツ股一丁目復興住宅（537,000,000円）
　・（仮称）石巻市営祝田復興住宅（75,168,000円）
　・（仮称）石巻市営前網浜２復興住宅（18,792,000円）

そ の 他 の 議 案 か ら

　今回の補正予算は、中央二丁目11番地区市街地再開発事業の実施に伴う観光交流施設、広場整備の調査設計等
業務及び実施計画策定に要する経費をはじめ、雄勝地区保育所、雄勝診療所の建設に係る用地造成工事等に要す
る経費、新学校給食センターの建設に要する経費について、所要額を措置したもの。
　また、社会保障・税番号制度導入に係るシステム整備等に要する経費のほか、公共施設等の総合的かつ計画的
な管理に関する基本方針である公共施設等総合管理計画の策定に要する経費、市営住宅及び復興公営住宅の管理
業務の一部を民間に委託するための経費などについて、所要額を措置したもの。

可決された補正予算のおもな中身は

◆総務費では
　・新住民情報システムの運用に向けた収納データの連携処理構築のためのシステム整備等に要する経費
　・社会保障・税番号制度導入に係るシステム整備等に要する経費

◆民生費では
　・老人憩の家を無償譲渡等するための修繕又は解体に要する経費
　・雄勝地区保育所の再建に要する経費

◆衛生費では
　・雄勝診療所の建設に要する経費
　・住宅建築等に伴い設置する合併処理浄化槽設置補助金の増額

◆農林水産業費では
　・漁港施設用地の嵩上げ及び機能向上のための施設整備に要する経費

◆商工費では
　・観光交流施設（生鮮マーケット）の実施計画策定に要する経費
　・本市産業の活性化及び雇用の確保を目的とした創業者支援を行うための補助金

◆土木費では
　・中埣橋の耐震補強工事に要する経費
　・中央二丁目11番地区市街地再開発事業の実施に係る事業計画作成、現況調査、基本調査等に要する経費

◆消防費では
　・FM中継局設置に係る鉄塔の補強に要する経費

◆教育費では
　・新学校給食センターの建設に要する経費
　・いじめ防止対策推進法に基づく調査委員会等の設置に要する経費
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新
制
度
の
保
育
料
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
制
度
の
保
育
料
は
、
国
が
定
め

る
基
準
を
上
限
に
、
自
治
体
が
実
情

に
応
じ
て
、
公
定
価
格
に
基
づ
き
保
育
料
を

設
定
す
る
。
新
制
度
で
は
、
所
得
税
に
よ
る

応
能
負
担
か
ら
市
民
税
所
得
割
に
よ
る
応
能

負
担
に
変
更
と
な
る
が
、
保
育
料
が
極
端
に

変
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
設
定
し
た
い
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
対
象

範
囲
及
び
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
場
合
の
外
出
制
限
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
は
、

人
か
ら
人
へ
と
飛
沫
感
染
す
る
ス
ペ

イ
ン
風
邪
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
し
い
感
染
症
な
ど
、
重

症
化
し
大
流
行
と
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

症
状
が
似
て
い
る
も
の
が
対
象
で
、
デ
ン
グ

熱
な
ど
他
の
感
染
症
は
別
の
法
律
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
場
合
の
外
出
制
限
は
、
特
措
法

の
中
で
外
出
の
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
・
県
か
ら
の
要

請
、
指
示
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

９
月
5
日
の
本
会
議
で
、
決
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
行
休
業
期
間
の
給
与
等
の
支
払

い
に
つ
い
て
伺
う
。

　

基
本
給
を
含
め
一
切
の
給
与
は
支

給
さ
れ
な
い
。

　

石
巻
市
職
員
定
数
条
例
に
つ
い
て

伺
う
。

　

派
遣
職
員
及
び
任
期
付
職
員
の
採

用
時
に
は
、
条
例
改
正
を
行
い
定
数

の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
休
業

制
度
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
休
業
の
取

得
者
が
見
込
ま
れ
る
場
合
で
も
、
定
数
へ
の

影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

石
巻
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

雄
勝
地
区
小
・
中
学
校
の
移
転
新
築
事

業
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

　

雄
勝
地
区
の
小
・
中
学
校
の
併
設

場
所
が
大
浜
地
区
に
決
定
さ
れ
る
ま

で
の
経
緯
と
小
・
中
連
携
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　

学
校
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
２
月
に
地
域
の
父
母
教
師

２４

会
、
地
区
会
長
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

連
名
で
、
建
設
場
所
を
大
浜
地
区
に
、
併
せ

て
小
・
中
併
設
校
に
す
る
こ
と
の
要
望
を
受

け
決
定
し
た
。

　

小
・
中
併
設
校
と
な
る
た
め
、
教
員
が

小
・
中
双
方
で
授
業
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、

校
舎
の
中
に
は
交
流
で
き
る
場
所
を
つ
く
る

計
画
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
方
も
巻
き
込
ん

で
様
々
な
行
事
等
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
委
員
会

石
巻
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
管
理
業
務
の
外
部
委
託

に
よ
る
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
つ
い

て
伺
う
。

　

管
理
コ
ス
ト
は
６
６
０
０
万
円
ほ

ど
削
減
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
管
理

代
行
料
が
約
１
億
２
０
０
０
万
円
と
高
額
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
協
定
に
向

け
た
協
議
の
中
で
、
委
託
料
を
縮
減
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

住
宅
供
給
公
社
及
び
民
間
業
者
の

委
託
時
間
帯
並
び
に
民
間
業
者
の
業

務
内
容
と
公
募
の
予
定
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
も　

時
間
体
制
で
夜
間
、
休

２４

日
を
含
め
た
対
応
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
体
制
を
引
き
続
き
維
持
し
、
入
居

者
の
不
便
に
な
ら
な
い
形
に
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
民
間
業
者
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
保
守
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、

現
場
で
対
応
す
る
業
務
が
主
体
と
な
る
。

　

な
お
、
公
募
に
つ
い
て
は
、
市
内
を
４
つ

に
区
分
し
、
地
元
の
事
業
者
を
活
用
し
た
迅

速
か
つ
効
率
的
な
管
理
を
考
え
て
お
り
、
本

年　

月
ま
で
に
業
者
を
決
定
し
、
来
年
１
月

１２
か
ら
施
設
管
理
を
委
託
し
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

石
巻
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

石
巻
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
に
つ
い
て
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震
災
後
の
住
民
移
動
に
伴
う
保
育

所
待
機
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
蛇
田
地
区
で
待
機
児
童
が

増
え
て
い
る
が
、
今
後
、
保
育
所
を

　

今
後
の
難
聴
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
（
こ

き
ょ
く
）
を
放
送
伝
達
エ
リ
ア
に
含

ま
れ
な
い
難
聴
区
域
や
被
災
市
街
地
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
に
整
備
し
て
い
く
。

　

石
巻
市
津
波
避
難
ビ
ル
第
３
号
、

宮
城
エ
キ
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社
周
辺

地
域
の
避
難
想
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　

津
波
避
難
の
基
本
は
、
高
台
や
浸

水
区
域
外
に
避
難
す
る
こ
と
で
、
津

波
避
難
ビ
ル
は
、
避

難
目
標
地
点
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
避

難
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
方
々
の
た
め

の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
今
後
も
沿
岸

部
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
指
定
し
た
い
。

各
常
任
委
員
会
で
の
決
算
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
決
算
審
査

防
災
行
政
無
線
復
旧
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

事
業
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
平
成　

年
２６

第
１
回
定
例
会
で
附
帯
決
議
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

透
明
性
及
び
競
争
性
を
考
慮
し
、

一
般
競
争
入
札
を
基
準
と
し
て
入
札

を
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
人
材
育
成
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
提
出
さ
れ
た
各
種
実
績
報
告

及
び
収
支
報
告
等
を
審
査
し
て
お
り
、
他
の

事
業
に
つ
い
て
も
、
各
課
に
お
い
て
審
査
を

し
、
更
に
県
で
も
審
査
し
た
う
え
で
、
国
に

報
告
を
し
て
い
る
。

　

危
険
区
域
の
指
定
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。

　

急
傾
斜
地
の
高
さ
が
５
メ
ー
ト
ル

以
上
で
崩
壊
に
よ
り
危
険
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
人
家
が
５
戸
以
上
、
ま
た
は
、

５
戸
未
満
で
も
官
公
署
や
学
校
等
に
損
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
を
県
が
指
定
し
て

い
る
。
9
月　

日
の
豪
雨
で
被
害
の
あ
っ
た

１１

羽
黒
町
の
３
カ
所
は
指
定
範
囲
外
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
県
と
も
連
携
を
図
り
、
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
、
対
象
と
な
る
エ
リ
ア
が
あ

れ
ば
指
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
費
に
つ
い
て

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て

門
脇
・
大
街
道
地
区
に
整
備
す
る
民
間
の
動

き
も
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
り
、
小

規
模
保
育
事
業
等
が
は
じ
ま
れ
ば
、
待
機
児

童
が
最
も
多
い
３
歳
未
満
児
を
受
け
入
れ
る

施
設
が
整
備
さ
れ
、
待
機
児
童
の
解
消
が
期

待
さ
れ
る
。

　

累
積
欠
損
金
の
状
況
等
に
つ
い
て

伺
う
。

　

現
在
、
石
巻
市
立
病
院
は
、
本
来

の
医
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
開
成
仮

診
療
所
の
み
の
収
益
で
あ
る
た
め
、
１
億
６

千
万
円
ほ
ど
の
純
損
失
と
な
り
、
累
積
欠
損

金
は
、　

億
円
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
新
市

６３

立
病
院
の
採
算
性
に
つ
い
て
は
、
建
設
に
あ

た
っ
て
極
力
、
市
か
ら
の
持
ち
出
し
が
少
な

く
な
る
よ
う
議
会
と
共
に
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
開
院
後
の
産
婦
人
科
、
小
児
科
、

口
腔
外
科
等
の
不
採
算
部
門
の
診
療
科
に
つ

い
て
も
、
石
巻
市
立
病
院
の
復
興
基
本
計
画

に
将
来
的
に
検
討
す
る
事
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
市
民
の

健
康
を
守
り
、

市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
へ

向
け
て
努
力

し
て
行
き
た

い
。

　

北
鰐
山
墓
地
無
縁
墳
墓
改
装
事
業

の
現
状
と
今
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
伺
う
。

　

北
鰐
山
墓
地
で
は
、
昨
年
度
か
ら

有
縁
と
思
わ
れ
る
墓
地
の
実
数
に
つ

い
て
再
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
約　

基
が

８０

残
っ
て
い
る
と
確
認
さ
れ
た
。
今
後
は
、
新

た
な
無
縁
墳
墓
の
整
理
と
あ
わ
せ
、
有
縁
墳

墓
に
つ
い
て
、
使
用
者
と
相
談
し
な
が
ら
移

転
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
震
災
後
は
土
地
の
ニ
ー
ズ
等
が
変

化
し
て
い
る
た
め
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
関
係
部
局
で
検
討
す
る
。

北
鰐
山
墓
地
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

石
巻
市
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
児
童
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会

▲子どもセンター視察

▲避難ビルヘリポート視察
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　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動
きや顔の表情を使う独自の語彙や文法体系をもつ言語で
ある。手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音
声言語と同時に、大切な情報獲得とコミュニケーション
の手段として大切に守られてきた。
　しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会で
は手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。
　平成18年12月に採択された国連の障害者権利条約に
は、「手話は言語」であることが明記されている。
　障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整
備を進め、平成23年８月に成立した「改正障害者基本法」
では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）
その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が
確保される」と定められた。
　また、同法第22条では国・地方公共団体に対して情報
保障施策を義務づけており、手話が音声言語と対等な言
語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手
話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には
手話を言語として普及、研究することのできる環境整備
に向けた法整備を国として実現することが必要であると
考える。
　よって本市議会は、政府と国会が下記事項を講ずるよ
う強く求めるものである。

記

　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に
広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、
自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究
することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮
称）」を制定すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

「「「「「「「「「「「「「手手手手手手手手手手手手話話話話話話話話話話話話言言言言言言言言言言言言語語語語語語語語語語語語法法法法法法法法法法法法（（（（（（（（（（（（仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮称称称称称称称称称称称称））））））））））））」」」」」」」」」」」」制制制制制制制制制制制制定定定定定定定定定定定定をををををををををををを手話言語法（仮称）」制定を
求求求求求求求求求求求求めめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるる意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見書書書書書書書書書書書書求める意見書

（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案第第第第第第第第第第第第777777777777号号号号号号号号号号号号（委員会提出議案第7号）））））））））））））

第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願

※
こ
の
請
願
は
保
健
福
祉
委
員
会
及
び
本
会
議
で
審

議
、
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

小
泉　

正
壽　
　
　

第３回定例会
起立採決のあった議案に対する
各議員の賛否

平成２５年度石巻市病院事業会計決
算認定について（認定第２号議案）

氏  名

議
席
番
号

×黒須　光男1

○奥山　浩幸2

○阿部　利基3

○�橋　憲悦4

○楯石　光弘5

－安倍　太郎6

○阿部　正春7

○遠藤　宏昭8

○大森　秀一9

○木村　忠良10

○櫻田　誠子11

○渡辺　拓朗12

○首藤　博敏13

○山口荘一郎14

○水澤冨士江15

○渡邉　昌明16

○阿部　正敏17

○近藤　　孝18

○阿部　久一19

○丹野　　清20

○森山　行輝21

○阿部欽一郎22

○伊藤　啓二23

○千葉　眞良24

○�橋　栄一25

○青山　久栄26

○庄司　慈明27

○西條　正昭28

○後藤　兼位29

○千田　直人30

28賛　　　成

1反　　　対

0退　　　席

0欠　　　席

※○：賛成、×：反対、△：退席、欠：欠席
※安倍太郎議員は議長であるため採決には加わりません。

▲第３回定例会　認定第２号の起立採決の様子
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第
4
回
臨
時
会

答　

電
波
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
建
設
後
で
な
い

と
わ
か
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
必
要
で
な
い
時

は
、
予
算
を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
良
い
。
復
興
事
業
部
等

に
お
い
て
は
、
病
院
建
設
と
違
い
実
施
設
計
に
よ
っ

て
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

実
施
設
計
と
は
、
建
設
を
実
施
可
能
に
す
る
た

め
の
詳
細
な
設
計
（
広
辞
苑
に
よ
る
）

緊

急

質

問
黒
須　

光
男　
議
員

問　

市
立
病
院
の
入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
ず
、
水
増
し
さ
れ
た
予
算
で
す
が
近
隣

電
波
障
害
費
と
し
て
１
億
５
千
万
円
ほ
ど
計
上
い
た

し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
電
波
障
害
を
調
査
す
る

日
本
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｖ
技
術
協
会
の
役
員
か
ら
聞
き
ま
す
と
、

「
設
計
図
面
を
見
れ
ば
わ
か
る
し
、
当
方
で
は　

万
１０

円
位
で
積
算
で
き
る
。」
と
の
こ
と
。
又
、
建
設
地
付

近
の
吉
田
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
「
黒
須
さ
ん
、
既
に

ア
ン
テ
ナ
は
市
役
所
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
の
時
代
よ
。」
と
笑
わ
れ
た
。
又
、
近
く
の　
１４

階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
付
近
も
障
害
は
一
切
な
く
最
初
か

ら
不
必
要
な
予
算
で
あ
り
ま
す
。

　
　

又
、
私
の
調
査
に
よ
る
と
市
が
関
わ
る
全
て
の
建

設
事
業
は
、
実
施
設
計
に
よ
っ
て
試
算
さ
れ
た
額
が

予
算
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
立
病
院
だ
け
は
実

施
設
計
が
１
０
９
億
円
で
あ
っ
た
の
が
、
１
３
９
億

円
に
膨
れ
上
が
っ
た
の
は
疑
問
で
す
。

　
　

産
業
部
長
、
復
興
事
業
部
長
及
び
福
祉
部
長
は
、

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

・
市
立
病
院
建
設
費
の
水
増
し
疑
念
の

中
に
お
け
る
入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
関
す
る
陳
情

（
提
出
者
）

　

宮
城
県
肝
臓
病
交
友
会　
 

代
表　

大
江　

正
義

　

B
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団　

団
長　

鹿
又　

喜
治

　

薬
害
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団　
 

団
長　

増
田　
　

祥

委
員
会
送
付
（
保
健
福
祉
委
員
会
）

（
提
出
者
）

　

石
巻
市
蛇
田
地
区　

浜
江
場　

行
政
委
員　

天
野　

嘉
博

裏　
　

行
政
委
員　

小
野
寺
貞
吾

　

石
巻
市
須
江
地
区　

山　

根　

行
政
委
員　

千
葉　

正
志

他
４
名

■
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）

　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会　
　

代
表　

藤
本
久
美
子

■
国
道
1
０
８
号
河
南
川
尻
線
早
期
実
現
に
関
す
る
陳
情

（平成26年８月20日開催）

・平成26年度石巻市一般会計補正予算（第６号）
・平成26年度石巻市市街地開発事業特別会計
補正予算（第４号）

　　　　　　　　

・工事請負の契約締結について
　（釣石橋ほか２橋橋梁災害復旧（その１）工事）
　（水産物地方卸売市場牡鹿売場・牡鹿製氷冷蔵
庫建設工事）

　（災害36-2号中央第３及び門脇処理分区汚水
管渠災害復旧工事）

　（新蛇田南地区土地区画整理事業宅地造成（そ
の３）工事）

　（新蛇田地区汚水管渠築造（その２）工事）

第４回臨時会に提出された議案と審議結果

予 算予　　算 （原案可決）

そそ の　の　他他 （原案可決）

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た

■
議
会
活
動
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
へ
の
対
策
に
つ
い
て

（
提
出
者
）　

　

み
や
ぎ
女
性
議
員
の
つ
ど
い　

世
話
人　

ひ
ぐ
ち　

の
り
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

ゆ
さ　

み
ゆ
き

■
文
化
財
建
造
物
等
の
修
復
に
関
す
る
瓦
工
事
に
は

一
般
社
団
法
人　

全
日
本
瓦
工
事
業
連
盟
加
盟
業

者
へ
の
発
注
の
促
進
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）

　

宮
城
県
瓦
工
事
業
組
合　
 

理
事
長　

植
木　

憲
郎　

■
公
共
建
築
物
等
へ
の
瓦
御
採
用
陳
情

（
提
出
者
）

　

全
日
本
瓦
工
事
業
連
盟　
 

理
事
長　

山
田　

勝
雄　

　

宮
城
県
瓦
工
事
業
組
合　
 

理
事
長　

植
木　

憲
郎　

第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情
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議員19人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第３回定例会の一般質問は、９月18日、

19日、22日、24日の４日間行われました。

今回は19人の議員が市政全般にわたり行

政当局の見解をただしました。その中から、

いくつかの質問と答弁の要旨を紹介します。

　なお、このコーナーは質問を行った議員

が自ら、行政当局の答弁に基づき、記事の

編集を行っています。

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①黒須　光男
１　亀山市政の展望

②千田　直人
１　集中豪雨等災害対策について
２　教育委員会制度改革について
３　被災歌碑移築再興要望について
４　捕獲鳥獣資源活用及び残さ処理について

③奥山　浩幸
１　石巻市立病院について
２　中心市街地活性化基本計画について
３　追波川河川運動公園陸上競技場について

④遠藤　宏昭
１　不登校になってしまった児童生徒およびその保護者に対

する教育委員会のこれまでの対応と今後の方針について
２　市民の大きな不安となっている市立病院建設工事に伴

う石巻駅前周辺道路の交通渋滞緩和策について

⑤森山　行輝
１　石巻市の雨水排水対策について
２　門脇地区の振興について
３　川開き祭りについて

⑥首藤　博敏
１　ふるさと納税について
２　女性の地位向上について
３　子どもの学力向上について
　　　～小中一貫教育への取組みについて

⑦大森　秀一
１　市立病院について
２　農業の振興策について
３　職員の人事について
４　結婚の推進について

⑧後藤　兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について
　（１）新・石巻市行財政改革推進プランの策定について
　（２）災害に強いまちづくりについて
　（３）釡・大街道地域の震災からの復旧・復興の課題に

ついて

⑨水澤冨士江
１　子育て支援について
　　　－「子育てするなら石巻」の実現へ－
２　福島原発避難者自殺訴訟判決と市民の安全について
３　蛇田中学校体育館の補修について

⑩渡邉　昌明
１　復興公営住宅について
２　通学道路等の安全確保について

⑪千葉　眞良
１　９．11短時間豪雨について
２　湊東地区区画整理事業について
３　人事課題について

⑫山口荘一郎
１　決算主義における予算編成について
２　教訓を生かした防災訓練について

⑬阿部　利基
１　当市における官から民への進捗状況と実態について
２　本市における包括的ケアのあり方と市立病院について
３　立志式の意義と健全な教育について

⑭櫻田　誠子
１　防災について
２　空き家対策について
３　ヘルプカードについて
４　介護について

⑮阿部　正敏
１　起業家及び次世代後継者支援策について
　①起業家支援策について
　②次世代後継者支援策について
　③６次産業化策と起業家及び次世代後継者との連携につ
いて

２　これからの観光政策について
　①石巻市の観光政策について
　②国、県の観光政策について
　③歴史的建造物の保存に向けた取り組みについて
　④自然環境をどう観光PRに生かすか
３　防災対策について
　①「市民の生命財産を守る」心に響くメッセージの発信
について

　②具体策の周知徹底と実現されるまでの結束の呼びかけ
について

　③豪雨対策について

⑯庄司　慈明
１　宅地造成への十分な配慮を
　　　－先行例を教訓に－
２　東部地区復興まちづくり事業のこれから
　　　－市民との協働のまちづくりの実践を－

⑰西條　正昭
１　人口減少と自治体消滅対策について
２　JR仙石線全線開通と（仮称）新蛇田駅設置と稲井、渡
波、女川までの乗り入れについて

３　北上・雄勝地域の諸課題について

⑱楯石　光弘
１　地域医療について
２　地域防災について

⑲�橋　憲悦
１　石巻市の家計簿（財政状況）の現状と課題について
２　亀山市政の行政課題に対する取組みについて

一般質問



9 千
田　

直
人　
議
員

奥
山　

浩
幸　
議
員

問　

こ
の
９
月
３
日
の
朝
日
新
聞
は
、
東
日
本
大
震
災
で
出

た
が
れ
き
処
理
事
業
で
宮
城
県
石
巻
市
の
建
設
会
社
が
架

空
経
費
を
請
求
し
た
と
し
て
県
警
が
詐
欺
容
疑
で
こ
の
会

社
社
長
か
ら
任
意
で
事
情
聴
取
し
て
い
た
こ
と
が
３
日
、

捜
査
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
金
額
は
３
億
１
千

万
円
を
受
け
取
っ
た
と
の
記
事
で
し
た
。
県
警
の
捜
査
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
　

既
に
市
議
会
に
お
い
て
は
、
百
条
委
員
会
を
設
置
し
て

問
題
点
を
指
摘
し
て
告
訴
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
市
当

局
は
告
発
す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
藤
久
建
設
へ
の
支

払
い
業
務
は
、
他
の
業
者
と
違
っ
て
一
日
で
会
計
課
に
回

る
な
ど
特
別
扱
い
で
し
た
。
関
係
す
る
職
員
も
取
り
調
べ

を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
、
正
直
に
話
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　

又
、
市
の
人
事
で
は
、
教
育
委
員
及
び
行
政
経
営
戦
略

会
議
委
員
と
い
っ
た
重
要
ポ
ス
ト
に
は
、
詐
欺
容
疑
の
社

長
と
の
親
密
な
方
々
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誤
解

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
市
長
自
身
に
も
不
利
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

捜
査
が
進
ん
で
お
り
、
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

は
、
告
発
す
る
。
又
、
職
員
も
捜
査
に
協
力
し
、
取
り
調

べ
に
対
し
て
も
正
直
に
答
え
て
い
る
。

　
　

な
お
、
人
事
に
つ
い
て
は
、
藤
久
建
設
社
長
と
の
関
係

は
な
い
と
思
う
。

問　

市
立
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
。

答　

開
院
時
は
、
医
師
や
看
護
師
、
医
療
技
術
者
な
ど
１
５
９

名
を
見
込
ん
で
い
る
。
不
足
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
平

成　

年
4
月
1
日
ま
で
人
員
を
確
保
す
る
。

２８

問　

石
巻
地
域
医
療
教
育
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
に
関

す
る
機
能
や
整
備
方
針
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答　

現
時
点
で
は
備
品
類
の
整
備
な
ど
を
想
定
し
、
病
院
建

設
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た
民
間
企
業
支
援
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

民
間
企
業
の
支
援
活
用
は
大
変
有
効
で
あ
る
。
施
設
の

整
備
・
運
営
計
画
の
段
階
か
ら
国
の
制
度
を
活
用
し
た
産

業
復
興
支
援
員
を
配
置
す
る
。
大
手
商
社
や
流
通
業
の
経

験
が
あ
る
方
を
全
国
的
に
探
し
、
指
導
を
得
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

土
の
成
分
検
査
の
結
果
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

グ
ラ
ン
ド
用
土
と
し
て
の
基
準
値
に
達
し
て
い
な
い
結

果
で
あ
り
、
全
天
候
型
に
準
ず
る
ク
レ
イ
舗
装
材
で
検
討

し
、
改
修
に
つ
い
て
早
急
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

・
亀
山
市
政
の
展
望

・
石
巻
市
立
病
院
に
つ
い
て

問　

観
測
史
上
初
の
時
間　

�
、
本
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直

９１

し
が
必
要
と
思
う
。
お
伺
い
す
る
。

答　

今
年
十
二
月
の
策
定
に
向
け
て
作
業
中
で
あ
る
。

問　

消
防
庁
は
消
防
団
装
備
を
消
防
隊
員
並
み
の
新
基
準
と
発

表
だ
が
対
応
は
、
桃
生
地
区
団
操
法
全
国
大
会
出
場
応
援
体

制
は
如
何
か
お
伺
い
す
る
。

答　

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
は
整
備
済
み
で
あ
る
が
、
防
火
衣
は
整

備
中
で
あ
る
。
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
応
援
の
ぼ
り
旗
を
作

成
し
、
1
0
0
名
に
及
ぶ
消
防
団
員
が
一
体
に
な
り
万
全
の

支
援
体
制
で
臨
む
。

問　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
新
「
教
育
長
」
を
市
長

が
任
命
・
罷
免
、「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
け
市
長
と
教
委
が

協
議
し
大
綱
を
決
定
と
の
こ
と
だ
が
現
場
は
ど
う
変
わ
る
。

答　

責
任
体
制
の
明
確
化
及
び
危
機
管
理
体
制
の
構
築
等
抜
本

的
な
改
革
で
は
あ
る
が
、
学
校
現
場
や
児
童
保
護
者
に
特
段

変
化
は
生
じ
な
い
。

問　

木
俣
修
先
生
の
歌
碑
が
被
災
し
湊
二
小
に
保
管
、
歌
碑
再

興
要
望
が
波
濤
短
歌
会
宮
城
支
部
か
ら
市
長
に
再
建
要
望
書

提
出
さ
れ
た
対
応
は
如
何
か
伺
う
。

答　

木
俣
修
先
生
の
歌
碑
「
大
漁
の
旗　

あ
ぐ
る
船
よ
り
呼
ぶ

こ
ゑ
に
…
…
」
移
築
に
つ
い
て
は
、
ご
要
望
の
通
り
、
今
年

度
中
に
日
和
山
の
川
村
孫
兵
衛
翁
碑
の
近
辺
を
検
討
す
る
。

問　

管
理
捕
獲
の
シ
カ
を
「
食
用
」
と
し
て
活
用
す
る
加
工
施

設
や
残
さ
焼
却
施
設
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答　

シ
カ
肉
を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
食
肉
と
し
て
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
先
進
事
例
を
調
査
、
研
究
す
る
。

・
集
中
豪
雨
等
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
つ
い
て

・
被
災
歌
碑
移
築
再
興
要
望
に
つ
い
て

・
捕
獲
鳥
獣
資
源
活
用
及
び
残
さ
処
理
に
つ
い
て

・
石
巻
観
光
交
流
施
設
整
備
に
つ
い
て

・
追
波
川
河
川
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に

つ
い
て

黒
須　

光
男　
議
員

一般質問
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遠
藤　

宏
昭　
議
員

森
山　

行
輝　
議
員

首
藤　

博
敏　
議
員

問　

市
立
病
院
建
設
工
事
に
伴
う
「
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流
広

場
」
お
よ
び
「
駅
前
平
面
駐
車
場
」
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、

市
民
も
事
情
を
理
解
し
た
上
で
我
慢
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
当
面
、
ど

こ
で
行
な
わ
れ
る
の
か
。
代
替
場
所
の
提
示
は
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
駅
前
周
辺
に
来
る
市
民
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
で
き
る
の
か
。
市
役
所
立
体
駐
車
場
に
は
市
民
が
利

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
何
台
分
あ
る
の
か
。
多
く
の
不
安

が
よ
ぎ
る
の
で
す
。

　
　

関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
職
員
が
業
務
で
使
用
す
る
公

用
車
が
、
立
体
駐
車
場
に
1
２
０
台
以
上
あ
っ
た
の
で
す

が
、
不
足
す
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
、
北
鰐
山
へ

移
動
す
る
と
の
事
。
市
職
員
の
仕
事
の
能
率
が
下
が
る
の

で
は
な
い
か
。
機
動
力
が
発
揮
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
と
て
も
心
配
で
す
。

　
　

そ
こ
で
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
市
役
所
が
一
体
と
な

ら
な
け
れ
ば
、
難
題
山
積
の
復
興
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
せ
ん
。
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答　

議
員
か
ら
の
指
摘
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
丁
寧
に
行
な

う
。
ま
た
、
市
職
員
を
ね

ぎ
ら
い
、
議
会
と
と
も
に
復

興
事
業
を
推
し
進
め
た
い
。

・
市
民
の
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
は
た

し
て
出
来
て
い
る
か
。

問　

９
・　

の
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
に
お
い
て
も
、
大
規

１１

模
な
地
盤
沈
下
に
伴
う
浸
水
対
策
は
当
市
に
と
っ
て
早
急

に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
は
。

答　

石
巻
市
の
降
雨
対
応
の
目
標
値
は
、　

・
6
�
／
h
で

４５

あ
り
、
現
在
の
整
備
に
お
い
て
排
水
能
力
は
約
半
分
、
目

標
値
達
成
は
、
5
年
計
画
で
８
０
０
億
円
を
投
じ
て
整
備

予
定
分
が
完
了
す
る
平
成　

年
の
見
込
み
で
あ
る
。

３０

問　

南
浜
地
区
の
現
状
と
新
門
脇
地
区
の
区
画
整
理
事
業
内

に
あ
る
門
脇
小
の
遺
構
は
、
地
区
住
民
か
ら
取
り
壊
せ
と

の
声
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
考
え
方
を
伺
う
。

答　

復
興
祈
念
公
園
整
備
は
基
本
計
画
の
策
定
に
入
る
。
主

に
追
悼
と
鎮
魂
や
教
訓
の
伝
承
機
能
を
担
う
。
東
側
を
県

営
公
園
、
西
側
を
市
が
整
備
す
る
。

　
　

新
門
脇
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は
仮
換
地
指
定
を
行
っ

て
い
る
。
門
小
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
震
災
伝
承
検
討
委

員
会
で
検
討
中
で
あ
る
が
、
市
民
の
意
見
も
参
考
に
し
た
い
。

問　

今
年
の
総
括
と
日
程
に
つ
い
て
は
、
８
月
の
第
1
土
、

日
と
す
べ
き
。

答　

震
災
前
の
状
況
に
達
し
て
は
い
な
い
が
、
新
た
な
川
開

き
の
姿
が
創
造
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
　

日
程
に
つ
い
て
は
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
歳
入
確
保
と
ふ
る
さ
と
産
品
の
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
石
巻
市
民
に
よ
る
石
巻
市
へ
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答　

9
月
1
日
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

産
品
の
提
供
を
再
開
し
て
い
る
。
今
後
、
石
巻
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
よ
う
よ
り
多
く
の
産
品
を
用
意
し
た
い
。
ま

た
、
市
報
等
を
利
用
し
、
石
巻
市
民
の
石
巻
市
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
推
進
し
た
い
。

問　

女
性
の
活
躍
を
一
層
推
進
し
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る

た
め
、
審
議
会
・
委
員
会
等
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
に
関

し
、
強
制
的
に
定
数
の
一
定
枠
を
女
性
に
割
り
当
て
る
ク

オ
ー
タ
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　

各
審
議
会
等
を
所
管
す
る
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
ク

オ
ー
タ
制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

国
は
小
中
一
貫
教
育
の
制
度
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、

石
巻
市
の
今
後
の
対
応
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
小
中
併
設

と
い
う
や
り
方
も
あ
る
が
い
か
が
か
。

答　

当
面
、
小
中
連
携
推
進
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
が
、
小
中
併
設
に
つ
い
て
は
学
区
の
再
編
成
及
び
統
廃

合
と
併
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
石
巻
市
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

▲駅前にぎわい交流広場の
代替地となる駅前駐輪場

・
南
浜
地
区
の　
　

の
活
用
に
つ
い
て

４８
ha

・
石
巻
川
開
き
祭
り
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
女
性
の
地
位
向
上
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

一般質問
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大
森　

秀
一　
議
員

後
藤　

兼
位　
議
員

水
澤
冨
士
江　
議
員

問　

来
年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
実

施
さ
れ
る
。
省
令
で
は
、
低
年
齢
児
小
規
模
保
育
園
に
お

い
て
、
一
部
保
育
士
の
資
格
は
必
要
と
し
な
い
と
し
て
い

る
。
保
育
の
質
、
こ
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
上
乗
せ
の

運
用
を
。

答　

子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問　

医
療
費
無
料
化
を
通
院
の
場
合
、
小
学
６
年
か
ら
中
学

３
年
ま
で
、
女
川
町
、
東
松
島
市
並
み
に
拡
大
す
べ
き
。

答　

検
討
す
る
。

問　

判
決
を
受
け
市
長
の
所
感
は
。

答　

原
発
事
故
の
重
大
さ
を
痛
感
。
原
発
立
地
市
長
と
し
て
、

市
民
の
安
全
と
未
来
に
責
任
を
認
識
。

問　

女
川
原
発
事
故
時
、
市
民
が
被
ば
く
し
な
い
た
め
の
避

難
計
画
の
策
定
を
。

答　

今
年
度
末
を
め
ど
に
完
成
さ
せ
る
。

問　

蛇
田
中
学
校
体
育
館
屋
根
の
補
修
、
防
球
防
砂
ネ
ッ
ト

の
設
置
を
。

答　

早
急
に
検
討
す
る
。

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

－

「
子
育
て
す
る
な
ら
石
巻
」の
実
現
へ－

問　

交
通
渋
滞
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答　

国
道
３
９
８
号
の
蛇
田
方
面
に
向
う
車
線
の
変
更
と
信

号
処
理
の
変
更
で
交
通
処
理
の
円
滑
化
を
図
る
。

問　

財
源
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て

答　

最
終
的
に
は
財
務
省
で
い
か
に
査
定
す
る
か
で
あ
る
が
、

本
市
の
状
況
を
理
解
頂
き
、
財
源
確
保
に
努
め
る
。

問　

新
規
就
農
者
の
育
成
に
つ
い
て

答　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
育
成
に
努
め
る
。

問　

認
定
農
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

答　

認
定
に
向
け
た
経
営
分
析
等
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
目
標
と

す
る
経
営
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

問　

適
正
な
事
務
処
理
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

答　

職
員
の
基
礎
的
な
能
力
向
上
に
む
け
、
事
務
の
基
本
で

あ
る
文
書
事
務
、
財
務
事
務
の
研
修
に
努
め
る
。

問　

結
婚
の
推
進
と
取
組
に
つ
い
て

答　

本
年
市
職
員
に
よ
る
「
石
巻
市
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児

に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
施
策
等
を
検
討
中
。
こ
の
ま

ち
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
結
婚
対
策
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
。

・
市
立
病
院
に
つ
い
て

問　

『
避
難
タ
ワ
ー
の
早
期
建
設
を
図
れ
』特
に
未
整
備
の
西
部
地

域
に
建
設
す
べ
き
だ

答　

西
浜
地
区
、
門
脇
字
明
神
、
大
街
道
南
地
区
、
湊
西
地
区
復

興
区
画
整
理
事
業
地
内
の
４
地
区
近
辺
へ
の
整
備
を
推
進
す
る
。

問　

仮
称
・
新
蛇
田
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
市
道
・
新
立
野
元

浦
屋
敷
線
の
仙
石
線
踏
切
拡
幅
整
備
（
避
難
路
の
整
備
）
を
促

進
す
べ
き
だ

答　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き

踏
切
の
拡
幅
を
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
る
。

問　

駐
輪
場
・
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

答　

新
蛇
田
南
土
地
区
画
整
理
地
内
に
新
駅
前
の
広
場
と
併
せ
駐

輪
場
の
整
備
を
進
め
る
。

問　

青
葉
東
・
西
地
区
の
排
水
施
設
の
早
期
完
成
と
中
の
堀
整
備

を
急
ぐ
べ
き
だ

答　

着
手
し
て
い
る
蛇
田
排
水
ポ
ン
プ
場
や
計
画
中
の
（
仮
称
）

蛇
田
第
二
排
水
ポ
ン
プ
場
を
早
期
に
構
築
し
浸
水
被
害
の
防
御

に
努
め
る
。

主
張　

釡
・
大
街
道
地
区
の
排
水
対
策
の
為
に
石
巻
港
新
ポ
ン
プ

場
の
早
期
建
設
を
推
進
す
べ
き
だ
。

問　

国
道
３
９
８
号
・
大
街
道
の
道
路
渋
滞
緩
和
策
を
図
れ

答　

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
県
と
協
議
、
釡
歩
道
橋
付
近
の
２

つ
の
交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を
検
討
、
ま
た
市
と
し
て
、

国
道
３
９
８
号
と
国
道　

号
と
の
交
差
す
る
市
道
中
浦
橋
釡
北

４５

橋
線
の
車
線
を
増
や
す
た
め
の
拡
幅
整
備
を
計
画
、
測
量
設
計

を
今
年
度
中
に
行
う
。

問　

釡
幹
線
用
水
路
整
備
の
早
期
実
現
を
（
工
業
高
校
北
か
ら
中

浦
橋
に
至
る
水
路
）

答　

復
興
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。
工

事
の
予
定
は
、　

月
入
札
公
告
、
来
年
１
月
か
ら
工
事
に
着
手

１１

し
Ｈ　

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

２７

主
張　

地
域
要
望
を
受
け
入
れ
た
事
業
推
進
を
行
う
べ
き
だ
。

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

・
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
結
婚
の
推
進
に
つ
い
て

・
釡
・
大
街
道
地
域
の
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
課
題
に
つ
い
て

一般質問

・
福
島
原
発
避
難
者
自
死
訴
訟
判
決
と
市

民
の
安
全
に
つ
い
て

・
蛇
田
中
学
校
体
育
館
の
補
修
に
つ
い
て
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問　

今
後
の
課
題
と
対
応
策
に
つ
い
て

答　

震
災
に
よ
り
市
内
全
域
が
地
盤
沈
下
し
て
お
り
、
排
水

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
予
測
困
難
な
災
害
に
対
し
て
は
、
気
象
情

報
を
的
確
に
捉
え
、
早
く
住
民
に
情
報
を
伝
え
、
万
全
を

期
す
。

問　

仮
換
地
終
了
の
目
標
に
つ
い
て

答　

第
１
回
目
の
仮
換
地
指
定
を
８
月　

日
に
実
施
し
、
第

１１

２
回
目
は
９
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。
残
る
地
権
者
の

方
々
に
は
、
引
き
続
き
仮
換
地
の
説
明
を
行
い
、
了
解
を

得
ら
れ
た
方
々
か
ら
。
順
次
指
定
を
行
う
予
定
と
し
て
お

り
、
年
内
中
の
終
了
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

答　

当
地
区
に
は
、
震
災
後
、
地
方
税
法
の
特
例
に
基
づ
く

「
津
波
被
災
区
域
に
お
け
る
課
税
免
除
措
置
」に
よ
り
課
税

免
除
を
継
続
し
て
い
る
。
本
区
画
整
理
事
業
に
係
る
課
税

開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
課
税
再
開
の
目
安
で
あ
る
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
状
況
及
び
使
用
収
益
の
開
始
状
況
を
見
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
　

湊
地
区
へ
の
診
療
所
の
設
置
に
つ
い
て

答　

湊
地
区
を
含
む
東
部
地
区
へ
の
民
間
病
院
及
び
民
間
診

療
所
の
誘
致
を
促
進
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
当
該
地
区
に
お
い
て
病
院
、
診
療
所
を
開

設
す
る
医
師
又
は
法
人
に
対
し
て
施
設
用
地
購
入
費
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
を
本
年
４
月
に
創
設
し
て
い
る
。
制

度
に
関
す
る
問
合
せ
等
の
機
会
を
捉
え
、
湊
地
区
区
画
整

理
事
業
地
内
の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
誘
致

に
努
め
る
。

渡
邉　

昌
明　
議
員

千
葉　

眞
良　
議
員

山
口
荘
一
郎　
議
員

問　

第
２
回
事
前
登
録
の
結
果
に
つ
い
て

答　

募
集
戸
数
９
３
６
戸
に
対
し
、
１
８
０
０
世
帯
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。
９
月　

日
か
ら　

月
下
旬
に
か
け
て
抽

２６

１１

選
を
行
う
予
定
。

問　

民
間
ア
パ
ー
ト
を
公
営
住
宅
に
借
上
げ
す
る
た
め
の
基

準
は
。

答　

石
巻
市
営
住
宅
等
整
備
要
綱
に
基
づ
い
て
、
一
定
の
耐

震
・
防
火
性
能
な
ど
構
造
基
準
を
満
た
す
も
の
が
対
象
。

維
持
管
理
経
費
を
考
慮
し
、
ま
と
ま
っ
た
地
区
・
団
地
で

確
保
す
る
の
が
効
率
的
と
考
え
る
。

問　

住
宅
不
足
分
確
保
の
状
況
と
見
通
し
、
め
ど
は
。

答　

今
秋
に
は
方
針
を
定
め
、
年
内
中
を
め
ど
に
供
給
計
画

の
見
直
し
を
行
う
。
建
設
場
所
や
整
備
手
法
は
今
年
度
中

に
決
定
し
た
い
。

問　

仮
設
住
宅
の
集
約
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

空
き
状
況
の
推
移
を
踏
ま
え
、
入
居
者
の
立
場
に
立
ち
、

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　

小
・
中
学
校
通
学
路
の
危
険
個
所
の
把
握
と
対
策

答　
　

年
度
に
学
校
、
警
察
、
道
路
管
理
者
と
連
携
し
た「
通

２４
学
路
に
お
け
る
緊
急
合
同
点
検
」
の
結
果
、
１
０
５
か
所

を
抽
出
。　

か
所
が
対
策
済
。
今
年
度
中
に
、
残
り　

か

８９

１６

所
中　

か
所
の
対
策
を
完
了
す
る
。

１４

問　

中
里
小
北
側
市
道
石
井
閘
門
堤
防
線
に
信
号
機
を

答　

石
巻
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
困
難
。

市
と
し
て
は
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

河
南
東
中
、
欠
東
側
通
学
路
に
安
全
対
策
を

答　

地
元
の
要
望
に
よ
り
工
事
車
両
は
時
速　

�
以
下
で
走

３０

行
。
歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
へ
位
置
付
け
て

検
討
す
る
。

問　

決
算
書
の
事
業
成
果
評
価
が
昨
年
の
丸
写
し
の
事
業
が

多
い
。

答　

来
年
度
は
適
切
な
成
果
コ
メ
ン
ト
の
作
成
に
努
め
る
。

問　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
（
効
率
化
で
支
出
削
減
し
た
部

署
へ
、
削
減
額
の
一
部
を
次
年
度
に
上
乗
せ
）
の
導
入
検

討
を
求
め
る
。

答　

意
識
付
け
で
は
効
果
的
だ
が
、
現
実
的
に
は
努
力
を
図

る
物
差
し
が
難
し
い
。
目
的
別
予
算
と
し
て
も
技
術
的
課

題
が
あ
る
。

問　

災
害
情
報
メ
ー
ル
や
災
害
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
の
改
善
を
求

め
る
。

答　

J－

A
L
E
R
T
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト：

全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
と
連
携
し
た
自
動
発
信
を
検
討
す
る
。

問　

土
砂
災
害
へ
の
不
安
の
声
が
大
き
い
。
市
へ
の
相
談
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

答　

人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
擁
壁
に
つ
い
て
は
所
有
者

で
対
応
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
な
い
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

県
土
木
事
務
所
で
対
応
と
な
る
が
、
市
に
相
談
が
入
っ
た

場
合
は
「
県
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
対
応
で
は

な
く
、
市
か
ら
県
へ
取
り
次
ぐ
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

・
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て

・
９
・　

短
時
間
豪
雨
に
つ
い
て

１１

・
通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

・
湊
東
地
区
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

・
決
算
主
義
に
お
け
る
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
教
訓
を
生
か
し
た
防
災
訓
練
に
つ
い
て

一般質問
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問　

消
防
団
員
確
保
と
地
域
防
災
力
向
上
へ
の
取
組
、
市
民

へ
の
災
害
情
報
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

団
員
確
保
の
た
め
企
業
へ
の
優
遇
策
の
実
施
等
、
更
な

る
処
遇
改
善
を
行
う
。
防
災
無
線
の
難
聴
地
域
も
あ
り
災

害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
の
ほ
か
、
防
災
ラ
ジ
オ
の

導
入
も
今
年
度
中
に
実
施
し
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問　

浸
水
常
習
地
域
へ
の
早
期
対
策
。
雨
水
タ
ン
ク
の
普
及

促
進
、
浸
透
ま
す
の
設
置
補
助
事
業
の
実
施
、
公
共
施
設

の
雨
水
利
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

雨
水
排
水
計
画
と
併
せ
事
業
化
を
検
討
す
る
。

問　

防
犯
や
環
境
上
、
近
隣
か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
あ
き
家

に
対
し
市
と
し
て
の
取
組
を
伺
う
。

答　

全
国
的
に
あ
き
家
対
策
条
例
制
定
の
自
治
体
は
多
い
が

国
の
立
法
化
の
動
き
を
見
据
え
対
応
す
る
。

問　

障
が
い
の
あ
る
方
が
手
助
け
が
欲
し
い
と
き
に
提
示
す

る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

緊
急
時
や
日
常
的
に
も
手
助
け
が
必
要
な
時
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
る
。
石
巻
市
障
が
い
福
祉
推
進
委
員
会
と
協

議
を
し
作
成
を
検
討
す
る
。

問　

認
知
症
早
期
発
見
と
介
護
家
族
支
援
に
つ
い
て

答　

介
護
予
防
と
認
知
症
対
策
は
重
要
で
あ
る
。
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
実
施
、
家
族
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

震
災
復
興
関
係
で
様
々
な
事
業
が
公
共
事
業
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
委
託
先
の
対
応
、
あ
る
い
は
成
果
、
報
告
、

連
携
が
と
れ
て
い
な
い
事
業
が
見
受
け
ら
れ
る
。
十
年
続

く
で
あ
ろ
う
復
興
に
お
い
て
、
国
と
の
連
携
は
必
須
で
あ

る
し
、
疑
義
の
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
中
間
で
の
精
査
や

体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
が
。

答　

今
後
、
体
制
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

問　

包
括
的
ケ
ア
の
認
識
が
市
民
や
議
会
と
共
有
で
き
て
お

ら
ず
、
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し

な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
病
院
を
強
行
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
ケ
ア
の
中
に
産
科
、
小
児
科
な
ど
、
不

採
算
部
門
を
積
極
採
用
す
る
な
ど
、
包
括
的
ケ
ア
の
中
で

人
口
減
対
策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

提
案
の
あ
っ
た
部
分
は
病
院
の
基
本
方
針
で
は
あ
る
が
、

当
面
は
努
力
目
標
に
な
る
。

問　

立
志
式
を
を
高
く
評
価
し
、
子
供
の
健
全
な
教
育
に
つ

い
て
、
慰
安
婦
問
題
を
捏
造
し
た
朝
日
新
聞
な
ど
は
出
前

授
業
や
受
験
に
出
る
な
ど
の
売
り
込
み
が
あ
る
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
加
担
し
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

答　

立
志
式
に
つ
い
て
地
域
の
特
色
も
あ
る
。
新
聞
に
つ
い

て
は
特
定
の
主
張
に
沿
っ
た
取
り
上
げ
方
は
し
て
い
な
い
。

阿
部　

利
基　
議
員

櫻
田　

誠
子　
議
員

阿
部　

正
敏　
議
員

問　

起
業
家
支
援
策
に
つ
い
て

答　

平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
創
業
し
た
又
は
創
業
予
定

２３

１１

の
個
人
、
個
人
事
業
主
な
ど
に
上
限
２
０
０
万
円
の
補
助

金
を
設
け
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し
セ
ミ
ナ
ー
開
催

な
ど
を
実
施
し
て
創
業
支
援
を
促
す
。

問　

次
世
代
後
継
者
支
援
策
に
つ
い
て

答　

第
２
創
業
に
つ
い
て
も
、
創
業
支
援
策
と
同
様
の
支
援

を
実
施
し
、
次
世
代
後
継
者
育
成
を
実
施
す
る
。

問　

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

答　

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
に
つ
い
て
は
、
復

元
に
向
け
た
準
備
中
、
陶
芸
丸
寿
か
ん
け
い
丸
は
、
所
有

者
か
ら
寄
贈
を
受
け
保
存
活
用
に
向
け
調
査
設
計
中
、
雄

勝
地
区
に
あ
る
財
天
雄
寺
観
音
堂
は
、
ア
メ
リ
カ
の
財
団

等
の
補
助
金
で
再
建
す
る
。

問　

私
的
財
産
の
保
存
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

答　

広
く
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
は
、

専
門
委
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
市
内
の
研
究
団
体

や
有
識
者
の
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。

問　

９
月　

日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
各

１１

町
内
会
、
自
主
防
災
会
の
関
係
者
か
ら
情
報
を
聞
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

関
係
者
と
被
害
状
況
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
が
、
今

後
は
町
内
会
、
自
主
防
災
会
と
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。

問　

山
下
地
域
の
国
交
省
の
排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
置
は
い
つ

し
た
の
か
。

答　
　

時　

分
頃
の
配
置
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
冠
水
地
区

１２

４０

の
状
況
を
勘
案
し
適
切
な
配
置
を
心
掛
け
る
。

・
当
市
に
お
け
る
官
か
ら
民
へ
の
進
捗
状

況
と
実
態
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

・
起
業
家
及
び
次
世
代
後
継
者
支
援
策
に
つ
い
て

・
当
市
に
お
け
る
官
か
ら
民
へ
の
進
捗
状

況
と
実
態
に
つ
い
て

・
本
市
に
お
け
る
包
括
的
ケ
ア
の
あ
り
方

と
市
立
病
院
に
つ
い
て

・
立
志
式
の
意
義
と
健
全
な
教
育
に
つ
い
て

・
あ
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
介
護
に
つ
い
て

・
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

一般質問
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庄
司　

慈
明　
議
員

西
條　

正
昭　
議
員

楯
石　

光
弘　
議
員

問　

他
市
の
事
例
だ
が
、「
防
集
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た

団
地
で
、
宅
地
が
被
災
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
後
、
家
屋
を

建
設
す
る
た
め
に
は
、
地
盤
改
良
が
必
要
と
さ
れ
た
」
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
提
案
だ
が
、
①
地
盤
強
度
試
験
を

し
っ
か
り
実
施
す
る
こ
と
②
提
供
す
る
宅
地
は
建
築
基
準

法
上
の
課
題
は
ク
リ
ア
し
て
い
て
、
い
ず
れ
の
基
礎
で
も

建
築
可
能
だ
が
、
よ
り
安
全
な
し
か
し
高
額
と
な
る
基
礎

が
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と

③「
地
盤
改
良
を
し
な
い
と
建
築
業
者
が
保
険
に
入
れ
な

い
」
と
の
情
報
が
入
っ
た
場
合
は
、
石
巻
市
は
そ
の
事
実

確
認
を
す
る
べ
き
、
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

わ
か
り
や
す
い
、
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
る
。

問　

松
並
町
は
町
内
に
避
難
タ
ワ
ー
等
の
施
設
が
無
く
、
空

白
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
応
を
伺
う
。

答　

災
害
時
、
山
へ
避
難
で
き
る
よ
う
に
国
道
３
９
８
号
を

安
全
に
渡
れ
る
歩
道
橋
等
の
具
体
的
検
討
を
す
る
。

問　

松
原
町
・
長
浜
町
の
地
域
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
に
も
拘
ら
ず
行
政
の
光
が
当
た
っ
て
お
ら
ず
、
草
は
伸

び
放
題
、
建
物
の
基
礎
は
被
災
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
草
に
埋
も
れ
た
地
域
に
な
っ
て

し
ま
う
。
対
応
策
は

答　

決
し
て
今
の
状
態
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
国
へ
の
要
望
も
力
を
尽
く
す
。

・
宅
地
造
成
へ
の
十
分
な
配
慮
を

　
　

－

市
民
へ
の
て
い
ね
い
な
説
明
を－

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
の　

年
と
こ
れ
か
ら
の　

年
は
全
く

２０

２０

違
う
。
人
口
急
減
と
高
齢
者
1
人
を
支
え
る
生
産
人
口
は
３

人
か
ら
最
悪
1
人
と
な
る
全
国
的
に
も
最
速
の
超
少
子
高
齢

時
代
を
迎
え
る
。
町
づ
く
り
も
人
口
や
産
業
の
減
少
を
前
提

と
し
た
縮
小
型
都
市
計
画
へ
の
転
換
、
発
想
の
転
換
を
提
案

す
る
。

問　

公
立
病
院
の
役
割
、
期
待
さ
れ
る
機
能
は
。

答　

す
べ
て
の
市
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
、
増
進
を
図
り
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
。
機
能
は
、
早
期
に
病
床
を
回
復
さ

せ
、
救
急
、
終
末
期
、
在
宅
医
療
に
係
る
環
境
の
整
備
を

図
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

震
災
以
前
の
市
立
病
院
で
は
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
高

額
な
機
器
や
、
公
務
員
的
非
効
率
性
も
見
ら
れ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答　

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
、
よ
り
市
民
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
「
市
民
に
開
か
れ
た
病
院
」
を
め
ざ
し
、
機
能
分
化
、

連
携
で
市
民
が
満
足
す
る
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
に
努
め
た
い
。

問　

昼
夜
を
問
わ
ず
身
を
挺
し
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
立
ち
向

か
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
、
誤
報
時
の
出
動
手
当
は 
配
慮

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

消
防
団
か
ら
の
要
望
も
あ
り
支
給
を
前
提
に
検
討
す
る
。

・
避
難
タ
ワ
ー
等
の
空
白
地
が
あ
る

　
　

－

松
並
町
の
不
安
に
こ
た
え
て－

・
地
域
医
療
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
に
つ
い
て

一般質問

問　

石
巻
市
は
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
推
計
し
た

消
滅
可
能
性
8
9
6
自
治
体
に
含
ま
れ
て
お
り
、
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

人
口
流
出
を
抑
え
流
入
を
増
や
す
た
め
、
災
害
に
備
え
た
住
環
境
整

備
、
産
業
の
早
期
復
旧
や
新
産
業
誘
致
、
仙
石
線
全
線
開
通
、
三
陸
道

４
車
線
化
、
教
育
・
福
祉
等
の
施
策
を
展
開
し
、
全
力
で
魅
力
あ
る
石

巻
を
創
り
上
げ
て
い
く
。

問　

（
仮
称
）新
蛇
田
駅
の
進
捗
状
況
及
び
女
川
ま
で
の
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

（
仮
称
）
新
蛇
田
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
設
置
の
決
定
を
待
ち
、
基
本
協

定
締
結
に
向
け
た
協
議
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
平
成　

年
度
に
駅
舎
等

２７

を
整
備
し
、
平
成　

年
３
月
末
の
開
業
を
目
指
す
。

２８

　
　

女
川
ま
で
の
乗
り
入
れ
は
、
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
要
望
し
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
駅
構
内
の
改
修
工
事
、
車
両
や
運
転
士
等
の
増
員
が
必

要
と
の
回
答
が
あ
り
、
今
後
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

十
三
浜
・
雄
勝
地
区
に
お
け
る
海
産
物
の
新
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
・

高
度
化
に
よ
る
施
設
整
備
・
石
巻
市
の
独
自
支
援
・
風
評
被
害
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

十
三
浜
の
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
、
雄
勝
地
区
の
ホ
タ
テ
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
、
新
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
農
林
漁
業
者
の
経
営
多

角
化
を
目
的
に
設
置
し
た
６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
、
積
極
的
に
地
場
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
。

　
　

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
の
石
巻
売
場
、
牡
鹿
売
場
及
び
雄

勝
・
北
上
地
区
に
簡
易
測
定
器
を
設
置
し
、
風
評
被
害
防
止
に
努
め
る
。

問　

土
砂
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
上
町
長
尾
地
区
・
十
三

浜
崎
山
・
小
滝
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

長
尾
地
区
は
対
策
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
緊
急
に
対
応

す
べ
き
事
態
が
生
じ
た
他
地
区
と
の
調
整
等
に
よ
り
工
事
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　
　

十
三
浜
崎
山
・
小
滝
地
区
は
傾
斜
等
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る

が
、
整
備
に
は
県
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
県
と
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

・
人
口
減
少
と
自
治
体
消
滅
対
策
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
（
仮
称
）
新
蛇
田
駅
設
置

と
稲
井
、
渡
波
、
女
川
ま
で
の
乗
り
入
れ

・
北
上
・
雄
勝
地
域
の
諸
課
題
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�
橋　

憲
悦　
議
員

問　

数
年
後　

億
４
千
万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
上
、

６３

市
債
（
市
の
借
金
）
の
総
額
は
、
７
百　

億
円
に
及
ん
で

１２

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
一
人
あ
た
り
、
約　

万
円
を

５０

借
金
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
借
金
の
総
額
は
、
通

常
時
の
一
般
会
計
の
一
年
分
以
上
に
あ
た
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
石
巻
市
の
身
の
丈
に

合
っ
た
」
行
財
政
運
営
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答　

財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯
金
）
の
充
当
や
行
革
の
推
進

に
よ
っ
て
そ
の
縮
減
に
努
め
た
い
。

問　

行
政
課
題
の
中
で
も
、
大
川
小
学
校
問
題
は
、
全
国
、

世
界
中
に
発
信
さ
れ
て
、
石
巻
市
が
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ご
遺
族
に
寄
り
添
い
、
市
の
対

応
を
含
め
て
、
原
点
か
ら
見
つ
め
直
し
て
は
ど
う
か
。
こ

の
大
川
小
学
校
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
震
災
総
括
は
な

い
と
思
う
が
、
そ
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

過
去
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害
の
中
で
の
事
故

で
あ
り
、
今
後
と
も
真
摯
に
対
応
し
た
い
。

問　

が
れ
き
処
理
不
正
請
求
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
際
に
は
、
内
容
を
精

査
し
て
対
応
し
た
い
。

・
石
巻
市
の
家
計
簿（
財
政
状
況
）と
行
政

課
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

　本市議会の様子は、議会開会中、

どなたでも傍聴することができます。

ぜひ、お気軽にお越しください。

　車いすや団体での傍聴を希望する

場合は、事前に議会事務局までご連

絡ください。

　本会議の開会時刻は、原則初日は

午後１時、２日目以降は午前10時

となっておりますが、議会運営上時

刻が変更になることがございます。

　ご不明な点等がございましたら、

議会事務局へお問合せください。

市政を知るために
議会を傍聴して
みませんか?

一般質問

Ｑ　議員の質問時間はどれくらい？

Ａ　一般質問の質問時間は、市長や部長からの答

弁を含めず一人30分以内です。

Ｑ　質問通告って何？

Ａ　質問する事項を、あらかじめ議長に告げ知ら

せることです。

？？？

石巻市議会豆知識
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　平成26年８月21日と９月29日、石巻市立病院再建のための財政支援について、下記のとおり中央要望

を行ってきました。

◆【要望先】

［８月21日］

　　厚生労働大臣、復興大臣、復興大臣政務官、自由民主党東日本大震災復興加速化本部長

［９月29日］

　財務副大臣、財務省主計局次長、財務省主計局主計官、公明党幹事長、復興大臣、自由民主党幹事長、

厚生労働大臣政務官

◆【出席者】

［８月21日、９月29日］

・［石巻市］

　　亀山　紘市長

・［石巻市議会］

安倍太郎議長、青山久栄副議長、丹野清議会運営委員長、千葉眞良同副委員長、大森秀一総務企画委

員長、阿部正春同副委員長、阿部久一環境教育委員長、首藤博敏同副委員長、櫻田誠子保健福祉委員

長、山口荘一郎同副委員長、�橋栄一産業建設委員長、木村忠良同副委員長

石巻市立病院再建のための財政支援に関する石巻市立病院再建のための財政支援に関する
復興大臣等への緊急要望復興大臣等への緊急要望

▲財務副大臣へ要望内容の説明をする安倍議長（９月29日）

▼復興大臣へ要望書を手渡す安倍議長、亀山市長
（９月29日）

▲復興大臣政務官への要望
（８月２１日）
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▲『石巻を考える女性の会』のみなさん

　平成26年８月28日、東日本大震災からの復興に向けた街づくりに関して、『石巻を考える女性の会』

のみなさん（出席者：12名）と懇談会を開催いたしました。

　女性の視点から、子育てなどに対する意見交換や福祉政策、医療の充実を求める提言が出されました。

◆『テーマ』

『石巻の街づくりについて』

・文化施設再建の考えについて

・中心市街地の復興について（旧石巻市）

・市立病院の建設について（建設費等）

・地域力アップのためのコミュニケーション作り（町内会コミュニティ等）

・女性の地位向上について（少子高齢化、収入格差等）

◆［石巻市議会出席者］

〈石巻市議会広報広聴委員〉

丹野　　清　委員長

櫻田　誠子　委員、山口荘一郎　委員、

水澤冨士江　委員

〈石巻市議会議員〉

奥山　浩幸　議員、�橋　憲悦　議員、

楯石　光弘　議員、阿部　正春　議員、

首藤　博敏　議員、渡邉　昌明　議員、

近藤　　孝　議員

石巻市議会広報広聴委員会と
石巻を考える女性の会との 懇談会

『大漁おどり』に参加しました『大漁おどり』に参加しました

　８月１日の「石巻川開き祭り」の

大漁おどりに、安倍太郎議長をはじ

めとする石巻市議会議員13名で参

加し、途中雨に打たれながらも、老

若男女の輪に加わり皆様とともに祭

り気分を十分楽しみました。

▲大漁おどりに参加する議員13名
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石巻市議会「第16回議場コンサート」石巻市議会「第16回議場コンサート」

と　き　12月４日（木）　第４回定例会初日

　　　　午後０時20分～午後０時40分

ところ　石巻市議会議場（市役所６階）

出演者　高橋　美幸（シャンソン歌手）

　　　　伴奏：ブルーフェニックス

入場料　無料

　市議会では、市民の皆様に、議会活動への理解

を深めていただくために、議場コンサートを開催

いたします。

※当日は、午後１時から、第４回定例会本会議が

行われる予定ですので、この機会に併せてぜひ

傍聴してください。

問い合わせ先　議会事務局（内線6917）

広島市に見舞金を贈呈しました広島市に見舞金を贈呈しました

　８月20日未明に発生した豪雨災

害により、甚大な被害となりました

広島市に対し、市議会議員会から見

舞金を贈呈しました。

　東日本大震災以降、広島市からは

本市への職員の派遣をはじめ様々な

御支援をいただいているところであ

り、甚大な被害となった広島市の復

旧支援として見舞金を贈呈したもの

です。

広島市からの派遣職員へ
見舞金贈呈（議長室にて）

▲

寄磯小学校の３寄磯小学校の３・・４年生が議場を見学し、４年生が議場を見学し、
議長にいろいろ質問しました議長にいろいろ質問しました

　８月28日、石巻市立寄磯小学校の

３・４年生４名が、社会科学習の時

間で、議場を見学しました。

　議場では、市議会に関する質問を

し、その姿がモニタに映し出され、

大変喜んでいました。

　また、議長室では、いろいろなこ

とが話題となりましたが、子どもた

ちは、議長の前で少し緊張している

様子でした。

寄磯小学校議場見学　　　
（議長室にて）

▲
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８月
１日　石巻川開き祭り
６日　長野県岡谷市議会行政視察来石
８日　埼玉県川越市議会行政視察来石
１８日　東京都練馬区議会行政視察来石
１９日　鹿児島県垂水市議会行政視察来石
　　　議会運営委員会
２０日　第４回臨時会
２１日　中央陳情（復興庁・厚生労働省・自民党本部等）
２７日　宮城県市議会議長会事務局長会議
２８日　石巻を考える女性の会との懇談会

９月
１日　議会運営委員会
４日　第３回定例会開会（～25日まで）
　　　各常任委員会
５日　本会議（決算、条例案、予算案等審議）
　　　各特別委員会
８日　総務企画委員会現地視察
９日　環境教育委員会現地視察
　　　総務企画委員会書面審査
１０日　保健福祉委員会現地視察
　　　環境教育委員会書面審査
１２日　産業建設委員会現地視察
　　　保健福祉委員会書面審査
１６日　産業建設委員会書面審査、議会運営委員会
１８日　本会議（一般質問）、広報広聴委員会
１９日　本会議（一般質問）、総合防災対策特別委員会
２２日　本会議（一般質問）

２４日　本会議（一般質問）、議会運営委員会
２５日　本会議（委員長報告、追加議案審議、閉会）
２９日・３０日　中央陳情（財務省・復興庁・厚生労働省 他）

10月
１日　愛媛県新居浜市議会行政視察来石
７日　議会運営委員会行政視察（～10日まで）
８日　広島県熊野町議会行政視察来石
９日　愛媛県八幡浜市議会行政視察来石
　　　東北市議会議長会事務局長会議（～10日）
１６日　神奈川県川崎市議会行政視察来石
　　　茨城県南市議会議長会行政視察来石（～17日）
１７日　宮城県知事・宮城県議会議長要望
　　　宮城県市議会議長会秋季定期総会
２０日　愛媛県議会行政視察来石
２１日　愛知県岩倉市議会行政視察来石
　　　愛知県議会行政視察来石

総務企画委員会行政視察（～23日まで）
環境教育委員会行政視察（～23日まで）
保健福祉委員会行政視察（～24日まで）
産業建設委員会行政視察（～23日まで）

２２日　熊本県荒尾市議会行政視察来石
２３日　東京都八王子市議会行政視察来石
２８日　総務企画委員会
２９日　愛知県大府市議会行政視察来石
３０日　埼玉県鴻巣市議会行政視察来石
　　　東日本大震災復興再生特別委員会現地調査
　　　議会運営委員会
３１日　愛知県安城市議会議長来石

議会の動き

　秋の深まりが感じられる風景となり、気温

もだいぶ下がってまいりました。この議会だ

よりが皆様に届く11月中旬には、間もなく冬

になろうとする時だと思います。

　今議会では、「手話言語法（仮称）」制定を

求める意見書について、全会一致で意見書の

決議がなされました。話すことの不自由な

方々の更なる活動の一助になればと考えます。

国も早期にこの意見書の具体化に向けて欲し

いものです。

　復興は再生期に入り、ますます、事業の推

進が求められ、具体的な課題が山積ですが、

前に進めるためにひとつひとつ考えながら、

議論を進めております。

　寒さも厳しくなって来ます。皆さまくれぐ

れも健康には気を付けてお過ごしください。

広報広聴委員会副委員長　千葉　眞良

編 集 後 記
表紙から

大街道小学校の3年生が
議場を見学しました

　９月８日、石巻市立大街道小学校の３年生41名が、

総合的な学習の時間で「石巻の未来を考えよう」を

テーマとし、市役所を訪れました。

　その中で６階にある議場を見学し、議員席に座り

質問するなど、本会議の雰囲気を感じてもらいました。
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市総人口：150,114人【男：72,913人 / 女：77,201人 / 世帯数：59,903世帯（平成26年９月30日現在）】DATA

　石巻市議会では、より市民に身近な議会にしていくため、平成26年度第１回議会報告会を以下の日程
で開催します。
　この議会報告会は、議員が４班に分かれて地域に出向いて行うもので、市民の皆様に日頃の議会活動
を知っていただくとともに、市政や議会活動に対するご意見やご提言を伺い、議員と市民がお互い自由
な形で情報や意見を交換し、理解を深め合う場です。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
　どうぞ、お気軽にお越しください。

議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会議会報告会ををををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす開催します

　内　容　　■議会活動報告（平成26年９月定例会の審議結果など）
　　　　　■議員との意見交換

出　席　予　定　議　員会　　　場日　　　時

大森　秀一　　阿部　久一　　千田　直人
青山　久栄　　�橋　栄一　　伊藤　啓二
黒須　光男

河北総合センター
（ビッグバン）
集いの部屋

11月27日（木）

午後６時30分
～午後８時

阿部欽一郎　　阿部　正春　　西條　正昭
山口荘一郎　　渡辺　拓朗　　渡邉　昌明
楯石　光弘

遊　楽　館
会議室１・２

奥山　浩幸　　森山　行輝　　木村　忠良
後藤　兼位　　阿部　正敏　　千葉　眞良
庄司　慈明　　�橋　憲悦

稲井公民館
２階　会議室

阿部　利基　　遠藤　宏昭　　丹野　　清
近藤　　孝　　首藤　博敏　　櫻田　誠子
水澤冨士江

石巻市役所
６階　議会委員会室

多くの皆様の傍聴をお待ちしております。詳細日時については、議会事務局へお問い合わせください。
※詳細が決定次第、議会ホームページにも掲載いたします。

　総務企画委員会　
福岡県久留米市
・防災情報ネットワークについて
長崎県長崎市
・マイナンバー制度について
　

　保健福祉委員会　
岐阜県岐阜市
・岐阜市民病院の健全経営について
滋賀県東近江市
・地域包括ケアシステムの取り組みについて
大阪府 寝屋川市
・生活保護制度の適正化運用について

　環境教育委員会　
熊本県熊本市
・小中一貫教育について
大分県日田市
・バイオマス利活用事業について
　

　産業建設委員会　
熊本県玉名市
・６次産業推進の取組みについて
佐賀県唐津市
・唐津水産業活性化支援事業について

常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会常任委員会行政視察報告会ををををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす開催します


